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お菓子 

3 月図書館カレンダー 2 月図書館カレンダー 

 【休館日】

休館日 
【開館時間】 

9：30～18：30 
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〇雑誌リサイクルフェア 

日時：２月２３日（金）から３月３日（日） 

  午前 9 時 30 分から午後 6 時 30 分 

※なくなり次第終了となります。 

場所：雑誌コーナー前 

 

〇おはなしのじかん 

日時：２月２４日（土）午後 2 時 から 

場所：2 階 視聴覚室 

 
 3.ｘ 

 『甘く、かわいく、おいしいお菓子』 

甲斐 みのり／著 主婦の友社 2006.4  

 

 『プレゼント・チョコスイーツ』  

飯塚 有紀子／著 小学館 2009.1 

 

 『うっとり、チョコレート』 

青木 奈緒／[ほか]著 河出書房新社 2017.1  

  

 『お菓子手帖』  

長野 まゆみ／著 河出書房新社 2009.6 

 

 『透明和菓子ごよみ』 

鳥居 満智栄／著 淡交社 2021.6 

 

 『ショートケーキ。』  

坂木 司／著 文藝春秋 2022.4 

 

 

２月１４日は「バレンタインデー」ですね！ 

手作りチョコレートやお菓子づくりの本、スイーツが出てくる 

小説等を集めました。読めば、あなたも作りたくなること間違いなし！ 

 

◇毎週月曜日（祝日は開館） 

◇２月１３日（火）…１２日（月）が振替休日のため休館 

◇２月２２日（木）・３月２９日（金）：館内整理日 

※２月２３日（金）は祝日で開館のため、２２日（木）が館内整理日となります 

◇３月５日（火）～３月８日（金）は蔵書点検のため休館 



＼まだまだあるよ／ 

  

  

 
 3.ｘ 

   

魚河岸近くの旅籠「朝日屋」。主人公のちはるをは

じめ、朝日屋の面々は、心に何らかの痛みや悲しみ

を抱えています。それでも“お客様第一”に働く彼ら

は、少しずつ、自身の再出発を果たしていきます。 

古希の祝いの膳に出した (白玉の)「三宝づくし」。 

目も、舌も、そして何より心も満たすひと品です。 

〈児童〉  「たいへんおまたせしました」 

中垣 ゆたか／著  赤ちゃんとママ社 刊 

 

 

 

  

 おじいちゃんと孫がレストランでケーキを注文すると、 

スタッフは小麦や牛乳やイチゴなどの材料の調達に出

かけます。しかしイチゴが上手く育たなかったり、牛や

鶏の世話をしたりと、ケーキを作るのに大変な苦労が

ありました。一方待っているおじいちゃんと孫は、だんだ

んと歳を重ねていきます。さて、ケーキは無事に出来

上がるのでしょうか!？ 

 

 

〈一般〉 「とろとろ白玉の三宝づくし」 

   高田 在子／著 中央公論新社 刊 

                         

 

〈児童〉    「わたしに続く道」 

山本 悦子／作，佐藤 真紀子／絵 金の星社 刊 

 

 

 

ねこの日 

 

 
 

ケニア人の父と日本人の母のもとに生まれた少女・リイマ。

50 メートル走で一番速い記録を出した時、同級生から

「黒人だから速いだけだ」と言われ言い争いをしてしまいま

す。自分は日本人であるという確信が揺らぎ、複雑な心

境の中、実父の故郷・ケニアを訪れる機会を得ます。周囲

の言葉に悩みながらもリイマは自分のルーツをたどります。 

〈一般〉 「池上彰のやさしい経済学 2」 

  池上 彰／著 日経 BP 日本経済新聞出版 刊 

 

２月２２日の「猫の日」を題して、「猫」が登場する絵本をたくさん集め 

ました。愛くるしい猫からちょっと変わった猫まで盛りだくさん♡ 

絵本の中の猫たちにぜひ、会いに来てくださいね！ 

 
 『11 ぴきのねこどろんこ』 

馬場 のぼる／著 こぐま社 1996.10  

 

 『ノラネコぐんだん そらをとぶ』  

工藤 ノリコ／著 白泉社 2016.11 

 

 『カップねこ』 

    塚本 やすし／作･装丁 ニコモ 2023.6   

 

 『なまえのないねこ』 

竹下 文子／文，町田 尚子／絵 小峰書店 2019.4 

 

 『ねことことり』 

  たての  ひろし／作，なかの  真実／絵  世界文化ブックス 

2022.10 

 『ながいながいねこのおかあさん』  

キューライス／ぶん，ヒグチ ユウコ／え 白泉社 2020.11 

 

 

 

 

最近は、物価の高騰による家計への負担が気になる

ところ。この本では、池上彰がインフレやデフレの仕組

みや、景気を好循環するために社会全体が変わらな

いといけないことを分かりやすく教えてくれます。戦後の

経済復興、バブル崩壊への道は、今日の日本経済

にどう影響したのでしょうか？ 


